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十
月
十
日
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
巨

大
津
波
と
霧
多
布
湿
原
と
題
し
て
、
防
災

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
の
講
師
と
し
て
、
地
質
学

者
で
も
あ
り
、
現
在
は
独
立
行
政
法
人
の

産
業
技
術
総
合
研
究
活
断
層
研
究
セ
ン
タ

ー
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
理
学
博
士
の
七な
な
や
ま山

太
ふ
と
し

氏
を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
堆
積
物
を
用
い
た
古
津
波
履

歴
の
研
究
を
行
い
、
平
成
五
年
の
北
海
道

南
西
沖
地
震
津
波
の
痕
跡
調
査
の
成
果
に

基
づ
き
、
堆
積
学
的
手
法
を
用
い
た
古
津

波
履
歴
の
研
究
方
法
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
研
究
手
法
に
基
づ
き
、
一
七
四
一

年
渡
島
大
島
噴
火
津
波
の
痕
跡
を
熊
石
町

鮎
川
海
岸
で
発
掘
し
、
史
実
を
検
証
し
ま

し
た
。
千
島
海
溝
沿
岸
域
に
お
い
て
も
、

過
去
九
千
年
間
に
二
十
一
回
、
ほ
ぼ
五
百

年
間
隔
で
巨
大
地
震
津
波
の
襲
来
履
歴
や

遡
上
規
模
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
霧
多
布
湿
原
の
成
り
立
ち
と
過

去
の
巨
大
地
震
津
波
の
痕
跡
を
堆

積
物
か
ら
調
べ
た
も
の
で
す
。

＊
霧
多
布
湿
原
の
成
り
立
ち

　

霧
多
布
湿
原
の
泥
炭
の
下
の

地
形
は
、
海
蝕
崖
が
存
在
し
、
約

七
千
年
前
は
現
在
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
海
水

面
が
高
く
、
以
降
海
岸
線
が
徐
々
に
前
進

し
、
今
か
ら
約
三
千
五
百
年
前
に
現
在
の

海
岸
線
に
到
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。　
　

　

霧
多
布
湿
原
の
表
層
を
構
成
す
る
泥
炭

層
は
、
泥
炭
の
層
圧
が
０
．
七
〜
二
．
六

メ
ー
ト
ル
で
、
三
千
五
百
年
間
に
わ
た
っ

て
堆
積
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
湿
地
の
土

壌
条
件
、
水
分
条
件
は
高
山
植
物
の
群
落

形
成
に
は
好
都
合
で
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
、
ツ

ル
コ
ケ
モ
モ
、
エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ヅ
ジ
、
ガ
ン

コ
ウ
ラ
ン
な
ど
が
繁
茂
し
て
い
る
。
大
正

十
一
年
に
は
、
霧
多
布
泥
炭
形
成
植
物
群

落
が
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

＊
な
ぜ
津
波
堆
積
物
を
調
べ
る
の
か

　

過
去
の
地
震
は
、
地
震
災
害
よ
り
も
津

波
災
害
の
方
が
遥
か
に
大
き
く
、
地
震
の

大
き
さ
、
繰
り
返
し
間
隔
、
津
波
の
遡
上

規
模
を
知
る
こ
と
で
、
防
災
地
図
（
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
）
の
基
礎
デ
ー
タ
ー
と
な
り

ま
す
。
道
東
で
は
、
十
九
世
紀
以
降
、
西

南
日
本
で
は
五
世
紀
以
降
の
歴
史
記
録
が

存
在
し
、
堆
積
物
を
用
い
て
史
実
を
実
証

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

有
史
時
代
以
前
の
津
波
の
調
べ
方
は
、

堆
積
物
か
ら
推
定
す
る
し
か
方
法
が
あ

り
ま
せ
ん
。
霧
多
布
湿
原
の
ほ
か
、
厚

岸
町
の
史
跡
国
泰
寺
前
で
も
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
国
泰
寺
は
、
一
八
０
四
年
に

建
立
さ
れ
道
東
で
も
最
も
古
い
寺
院
で
、

国
泰
寺
の
住
職
が
記
し
た
日
鑑
記
に
も
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
の
地
震
津
波

の
記
述
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
泰
寺
前
で

は
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使
っ
て
掘
削
し
歴

史
津
波
の
史
実
を
町
民
が
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

＊
霧
多
布
湿
原
の
調
査

　

霧
多
布
に
お
け
る
津
波
被
害
は
、
昭
和

二
十
七
年
の
十
勝
沖
地
震
津
波
、
三
十
五

年
の
チ
リ
沖
地
震
津
波
で
二
度
の
大
き
な

被
害
を
被
り
、
そ
の
後
も
、
幾
度
か
の
地

震
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
町
民
は
常
に
津
波

災
害
の
恐
怖
に
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
霧

多
布
湿
原
で
の
調
査
地
は
二
カ
所
で
、
今

回
は
霧
多
布
湿
原
Ｍ
Ｇ
ロ
ー
ド
沿
い
の
泥

川
附
近
で
行
わ
れ
、
町
民
に
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
十
世
紀
以
降
に
生
じ

た
上
位
四
層
の
分
布
範
囲
は
、
十
七
世
紀

お
よ
び
十
三
世
紀
の
津
波
痕
跡
は
海
岸
線

か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
二
十
世

紀
か
ら
十
九
世
紀
の
津
波
の
痕
跡
は
海
岸

線
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
現
海
岸
線
か
ら
数
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
程
度
津
波
が
遡
上
し
、
道
東
太
平

洋
沿
岸
各
地
で
同
じ
層
序
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
発
生
間
隔
は
四
百
〜
五
百
年
程

度
で
発
生
し
て
、
我
わ
れ
の
良
く
知
っ
て

い
る
二
十
世
紀
の
プ
レ
ー
ト
間
地
震
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
霧
多
布
湿
原
の
成
り
立
ち
に

は
、
こ
の
地
で
発
生
す
る
地
震
津
波
が
大

き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
霧
多
布
湿
原
に

は
八
層
の
巨
大
津
波
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
は
約
五
百
年
間
隔
で
生
じ

る
十
勝
沖
と
根
室
沖
地
震
の
連
動
が
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

解
明
さ
れ
て
、
地
震
波
の
分
析
で
津
波
予

報
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
経
験
し

た
こ
と
も
な
い
津
波
の
痕
跡
を
知
る
こ
と

で
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

防災講演会より

巨
大
津
波
の
痕
跡
と

　
　
　

 

霧
多
布
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原

昭和 35年のチリ沖地震津波

霧多布湿原MGロード沿いの泥川附近で採掘




